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《 費 用 対 効 果 分 析 説 明 資 料 》 

 
事 業 名 県営地すべり防止事業 地区名等 芦萢地区 

 
【費用対効果の算定内容】 
 
１．費用対効果の算定根拠 
  『林野公共事業における事前評価の手引き』（平成１９年版）に基づき算定。 
  本手引きは、山地災害（土石流、山腹崩壊、地すべり）等の防止及び復旧を目的として実施する森林整備、
治山ダム、山腹工、地すべり防止工等の事業整備（総費用Ｃ）によってもたらされる人家、道路等の資産被
害の防止効果を便益（Ｂ）として評価するものである。 

 
 
２．地すべり防止事業に要する費用 
 
■Ｃ：総費用＝９０８百万円 
 
■総費用算出根拠 
 ・地すべり防止施設整備等に要する費用（地すべり防止事業負担額）と維持管理費に要する費用を現在価値
化したものの総和とする。 

  ・総事業費（地すべり防止事業費）＝８１０百万円 
  ・現在価値化：社会的割引率（４％）により現在価値化する。 
 
 
３．地すべり防止事業の効果（便益） 
 
 ■Ｂ：総便益＝１，２３３百万円 
 
 ■総便益算出根拠 
・地すべり防止施設整備によってもたらされる被害総定額（年平均想定被害額）を現在価値化したものの総
和とする。 
・被害想定額  

種 別 数 量 被害総定額 

家屋･官公署等施設    １８ 戸   ３３８ 百万円 

家庭用品    １６ 戸   ２３９ 百万円 

農作物（農地）   ２．１ ｈａ     ２ 百万円 

町道･林道 ７，６００ ｍ   ６５１ 百万円 

計  １，２３０ 百万円 
 
  ・年平均想定被害額：１，２３０百万円×０．０３７（年間山腹崩壊発生率）＝４６百万円 
  ・評価対象期間：整備期間＋耐用年数（５０年） 
・現在価値化：社会的割引率（４％）により現在価値化する。 

  ・総被害想定額＝１，２３３百万円（総便益） 
 
 
【費用対効果分析の結果】 
 
Ｂ／Ｃ（再々評価時点）＝ １，２３３百万円 ／ ９０８ 百万円 ＝ １．３６ 
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位 置 図 青森県西津軽郡深浦町大字長慶平字芦萢

芦萢地区

地すべり防止区域

(H11.9.24)
A=66.04ha

大林寺地区

地すべり防止区域

(S63.6.22)
A=77.31ha

至 深浦町役場

日本

芦萢地 区航空写真

芦萢地区

地すべり防止区域

(H11.9.24)
A=66.04ha

長慶平集落

町道
人家

町道

町道

至 深浦町役場

人家

①

⑨

⑧
⑦
⑥

⑤

④

③

②
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地すべり防止区域内の被災状況

破損部の拡大写真。
地すべりブロック境界ライン沿いに
亀裂が発生している。

至 深浦町役場

至 深浦町役場

①町道の破損状況（Ａ２ブロック）

町道

地すべりブロック境界ライン沿いに
亀裂が発生している。

町道

至 長慶平集落

至 長慶平集落

③家屋の破損状況 ④家屋の破損状況②町道の破損状況 至 深浦町役場
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③家屋の破損状況
（Ｃ３－１ブロック）

④家屋の破損状況
（Ｃ１ブロック）

②町道の破損状況
（Ｂ４ブロック）

至 深浦町役場

町道

至 長慶平集落



事業実施状況（Ａ１・Ａ２ブロック）

⑤

至 長慶平集落

裸地化した斜面の拡大写真。
凝灰岩薄層粘土が露出する。

湧水の影響で、地すべりブロック
末端斜面が崩壊、裸地化した状態
である。

⑤ 事業実施前

町道
至 深浦町役場

Ａ２ブロック

平成１４年度既設
ボーリング暗渠工 L=715.0m

他所管既設護岸工

平成１８年度既設
W-4集水井内
排水ボーリング工 L=50.8m⑥ 事業実施後 ⑧⑦
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Ａ１ブロック
他所管既設護岸工

至 長慶平集落 東股沢
東股沢

町道

至 深浦町役場
人家

人家

東股沢

現在は、地下水排除工の効果によ
り湧水が減少し、緑化、安定して
いる。

⑨

東股沢

W-4集水井内 集水ボーリング工
平成１８年度既設 L=450.0m
平成１９年度既設 L=450.0m


